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三 

 
衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
自
由
貿
易
地
域
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

（1） 

諸
外
国
の
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
、
自
由
貿
易
地
域
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
定
義
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
各
国
の
貿
易
施
策
、
関
税
制
度
等
と
の
関
連
か
ら
設
け
ら
れ
、
機
能
、
規
制
面
で
は
ま
ち
ま

ち
で
あ
り
、
我
が
国
の
保
税
制
度
と
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

（2） 

沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
沖
振
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定

す
る
自
由
貿
易
地
域
の
制
度
は
、
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
規
定
し
て
い
る
保
税
地
域

制
度
と
企
業
立
地
の
た
め
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
組
み
合
わ
せ
た
制
度
で
あ
り
、
保
税
制
度
面
に
お
い
て

は
同
地
域
は
各
種
の
保
税
地
域
を
併
存
さ
せ
各
種
保
税
機
能
の
有
機
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る

も
の
で
あ
る
。 



二
に
つ
い
て 

（1） 

保
税
工
場
に
お
け
る
保
税
作
業
に
よ
る
製
品
で
あ
る
外
国
貨
物
を
輸
入
す
る
場
合
の
関
税
の
課
税
は
、
製

品
課
税
に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
保
税
工
場
の
許
可
を
受
け
た
者
が
あ
ら
か
じ
め
税
関
長
の
承
認
を
受

け
た
場
合
に
は
、
原
料
課
税
を
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
自
由
貿
易
地
域
内
の
保
税
工
場
で

製
造
・
加
工
さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

（3） 
復
帰
前
の
沖
縄
の
自
由
貿
易
地
域
は
、
輸
出
加
工
貿
易
を
主
目
的
と
し
て
一
定
の
区
画
を
設
け
、
こ
れ
を

一
種
の
外
国
地
域
と
す
る
取
扱
い
で
あ
り
、
当
該
地
域
か
ら
の
製
品
の
島
内
輸
入
が
極
め
て
厳
格
に
規
制
さ

れ
て
い
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
沖
振
法
に
規
定
す
る
自
由
貿
易
地
域
は
、
前
記

（2）
の
と
お
り
各
種
保
税
機
能
の
有
機
的
な

連
携
を
図
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
継
貿
易
、
輸
出
加
工
貿
易
及
び
国
内
引
取
り
な
ど
広
範

な
活
用
が
可
能
で
あ
る
。 

四 

 



（2） 

今
国
会
に
提
案
し
て
い
る
売
上
税
法
案
等
に
よ
れ
ば
、
売
上
税
は
、
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
貨
物

に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
自
由
貿
易
地
域
内
の
保
税
工
場
で
製
造
・
加
工
さ
れ

た
製
品
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
関
税
法
第
五
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
課
税
に
つ

い
て
原
料
課
税
の
承
認
を
受
け
て
保
税
工
場
で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
製
品
が
、
売
上
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
引
き
取
り
の
際
売
上
税
に
つ
い
て
も
原
料
課
税
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
保
税
製
品
の
関
税
が
、
原
料
の
関
税
を
下
回
る
場
合
に
は
、
国
内
産
業
へ
の
影
響
等
の
観
点
か

ら

、
原
料
課
税
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
保
税
工
場
の
許
可
の
条
件
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
国
内
か
ら
調
達
さ
れ
る
原
材
料
に
つ
い
て
は
、
売
上
税
込
み
で
購
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
別

途
、
売
上
げ
に
係
る
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
売
上
税

が
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
売
上
げ
の
た
め
に
要
す
る
仕
入
れ
の
価
格
に
含
ま
れ
る
売
上
税
に
つ
い
て
は 

五 

 



四
の
１
に
つ
い
て 

三
、
四
の
２
、
３
及
び
５
並
び
に
五
に
つ
い
て 

那
覇
港
湾
施
設
の
一
部
土
地
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
知
事
か
ら
、
自
由
貿
易
地
域
の
用
地
と
し
て
日
本
国
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に

お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第
二
条
第
四
項

(a)
に
基
づ
き
共
同

使
用
を
し
た
い
旨
の
申
請
が
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
申
請
を
踏
ま
え
、
現
地
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
か

か
る
使
用
に
つ
き
米
側
に
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
米
側
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
る
と
承
知
し

て
い
る
。 

沖
振
法
に
規
定
す
る
自
由
貿
易
地
域
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
沖
縄
県
に
お
い
て
具
体
的
な
計
画
を
検

討
中
で
あ
り
、
同
計
画
の
内
容
を
見
た
上
で
検
討
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
。 

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

六 

 



 

七 

四
の
４
に
つ
い
て 

沖
振
法
に
規
定
す
る
自
由
貿
易
地
域
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
沖
縄
県
に
お
い
て
具
体
的
な
計
画
を
検

討
中
で
あ
り
、
沖
縄
県
を
含
む
関
係
地
方
公
共
団
体
が
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条

に
規
定
す
る
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
の
措
置
を
行
う
こ
と
と
な
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

仮
に
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
同
条
の
規
定
に
従
い
地
方
公
共
団
体
の
減
収
分
に
つ
い
て
地

方
交
付
税
に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
な
る
。 

右
答
弁
す
る
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